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表５－６－Ａ 他大学と連携した就職支援（出典 就職支援グループ）

出典：平成 19年 2月 7日「福島民友」（福島民友新聞社提供）

計画５－７（87）「学生の起業を支援するための体制を検討する」に係る状況
独立行政法人雇用・能力開発機構が主催する創業・経営改革セミナーのパンフレットの配布、就職
ガイダンス「業界研究講座(起業)」、地元銀行（東邦銀行）との連携協力協定記念講演会「起業家マ
インドの育成をめざして」を開催するなど学生起業支援のための体制を整えてきた。福島県中小企業
団体中央会主催「起業家育成セミナー」に本学学生が参加し、「大学生起業家育成セミナープレゼン
テーション」で起業を支援するプログラムを提供することができた。
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表６－７－Ａ 福島県国際交流協会との協定（出典 総務グループ）
協定記事（出典：平成 19 年 4 月 19 日「福島民友」福島民友新聞社提供）

b)「小項目６」の達成状況
(達成状況の判断) 目標の達成状況が非常に優れている
(判断理由) 国際交流協定締結校の拡大（９→13 校：４割増）を図るとともに、留学生の受け入

れについては、奨学金・TA 等による経済的支援の拡大、県国際交流協会との協定締結、
日本人学生や地域との交流の施策などにより充実に図っており、目標を達成している。

○小項目７「研究に関する環境や相談の体制を整え、研究支援を効果的に行う」の分析
ａ)関連する中期計画の分析
計画７－１（95）「大学院生の実情に応じて、指導教員を中心としてきめ細やかな指導・援助を行う」

に係る状況
研究入門・サポートガイダンスを実施し、指導教員が個別に指導しながら、院生が研究テーマに有
効な授業科目を履修できるよう年間の学習計画を立てさせるとともに、各講義等の授業計画をシラバ
スや履修登録前の事前の話し合いにより院生に掲示し、指導教員が責任を持って受講科目を確認した
うえで履修登録を行っている。また、院生との懇談会を実施し、カリキュラム、研究室の環境充実、
夜間・土曜日の開講や中心市街地にあるサテライト教室開講など、対応している。
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計画 1－3（134）「福島県・福島市と連携しながら、市街地の諸施設を利活用した社会貢献のあり方を
検討する」に係る状況

地域に開かれた大学を目指し、平成 16 年度から福島市中心市街地に開設したサテライト「街なかブ
ランチ」を中心に、大学の「知」を積極的に地域に還元する各種の事業を展開している。市民向けの公
開講座や、夜間主コースの授業を含めた市民向けの公開授業、「リエゾンオフィス」の設置による県・
市・企業との産官民学連携事業、「まちなか臨床心理・教育相談」、福島商工会議所の連携講座「ふくし
まふれあいカレッジ」、福島市と連携した「わくわくＪｒ、カレッジ・サイエンス屋台村」などや、本
学教員が中心になっている研究会などによる市民向けの講演会、発表会、公開シンポジウムなど、多種
多様な事業を実施し、参加者（小学生から成人まで）から高い評価を得ている。

表１－３－Ａ 地域貢献新聞記事（出典：平成１８年８月２３日「福島民報」）
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計画 3－7（145）「東北地域を中心とした統計、行政資料、調査研究報告書等の収集を積極的に実施す
るとともに、松川事件資料等貴重資料の整理・公開を推進する」に係る状況

松川事件資料については、資料の収集を行うとともに目録整理、各種公開を行い、平成 19 年度には、
福島県松川運動記念会と資料の整理・公開に関する協力協定を締結し、同記念会と地域創造支援センタ
ー運営委員からなる松川資料室運営委員会を立ち上げた。松川資料室へ研究員（プロジェクト）を配置
し、福島県松川運動記念会との協力体制のもと、公開に向けた資料の収集と整理作業を重点的に実施し
た。本学附属図書館ロビーにおいて、１か月にわたり、松川事件資料の展示会と特別講演会を開催し、
約 700 名の来場者があり、好評であった。なお、福島県松川運動記念会は、平成 19年 11 月にＮＰＯ法
人になり、連携協力体制が強化された。
旧植民地資料については、国立情報学研究所の遡及入力事業によるデータベース化が完了し、今後の

管理及び利用に便宜が図られることとなった。また、30 年に及ぶ継続事業になっている旧常磐炭砿資
料整備事業は、平成 20 年度中に第一次整理を完了する目処が立ち、その活用の条件づくりを進めてい
る。

３－７－Ａ 松川事件資料展示会新聞記事
（出典：平成 19 年 10 月 6 日「福島民友」福島民友新聞社提供）

資料編：資料 24 松川事件資料展示会パンフレット・・・P.28～29
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表４－１－Ｂ「屋台村いなＧＯ」の新聞記事（出典：平成 19 年７月 21 日「福島民報」）

b)「小項目４」の達成状況
(達成状況の判断) 目標の達成状況が非常に優れている
(判断理由) 学生が自ら地域社会活動等へ参画する企画を大学のキャンパスライフ活性化事業

として、積極的な財政支援を行っている。大学・同窓会の企画事業も取り込んだ大学
公開として大学祭を位置づけ学生の地域社会への関心を高めると同時に、ゼミ活動を
積極的に地域で展開するなど、学生の地域社会での活動の活発化に繋がる様々な支援
を大学が行っており、目標を達成している。
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